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浄土真宗本願寺派 東京教区多摩組

多
摩
組
公
開
講
座
開
催
の
ご
報
告

多
摩
組
で
は
昨
年
度
（
二
〇
一
八
）
と
今
年
度
（
二
〇
一

九
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
回
づ
つ
公
開
講
座
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

昨
年
度
は
、
二
〇
一
八
年
十
月
十
一
日
（
木
）
午
後
二
時

～
四
時
ま
で
、
調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り
十
二
階
「
大
会

議
場
」
で
、
ご
講
師
に
「
や
な
せ
な
な
師
」
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

先
生
は
、
奈
良
県
教
恩
寺
の
ご
住
職
で
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
美
し
い
歌
声
と
心
に
染
み
入
る
お
話

し
で
、
全
国
に
多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
方
で
す
。

龍
谷
大
学
を
卒
業
後
、
二
〇
〇
四
年
に
「
帰
ろ
う
」
の
Ｃ

Ｄ
を
発
売
、
歌
だ
け
で
は
な
く
、
ラ
ジ
オ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番

組
や
エ
ッ
セ
イ
の
連
載
、
仏
教
講
座
講
師
な
ど
、
多
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
さ
さ
え
あ
い

ひ
か
り
か
が
や
く

い
の
ち
」
と

い
う
講
題
で
し
た
。
三
十
才
で
子
宮
体
が
ん
を
克
服
し
た
体

験
と
、
お
寺
に
生
ま
れ
お
父
様
の
後
を
継
が
れ
、
住
職
と
し

て
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
ら
れ
た
こ
と
を
、
イ
ン
パ

ク
ト
あ
る
語
り
と
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
乗
せ
、
包
容
力
あ
る
豊
か
な
歌

声
で
、
歌
い
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
一
三
五
名
で
し
た
。
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
「
い
の
ち
の
か

け
が
え
の
な
さ
」
を
伝
え
て
下
さ

り
、
大
き
な
感
動
を
頂
き
ま
し
た
。

（
佐
々
木
瑞
恵
）

～

二
〇
一
八
年
度
公
開
講
座

～

「
さ
さ
え
あ
い

ひ
か
り
か
が
や

く
い
の
ち
」

2018年度公開講座「ささえあいひかりかがやくいのち」
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～

二
〇
一
九
年
度
公
開
講
座

～

朗
読
劇
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
。
」

本
年
度
は
、
二
〇
一
九
年
五
月
二
十
日
（
月
）

午
後
三
時
～
四
時
ま
で
、
会
場
は
昨
年
と
同
じ
調

布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り
十
二
階
大
会
議
場
で
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

朗
読
劇
「
い
の
ち
を
い
た
だ
く
。
」
は
、
北
海

道
内
の
浄
土
真
宗
僧
侶
と
坊
守
様
方
十
名
で
結
成

さ
れ
た
「
チ
ー
ム
い
ち
ば
ん
星
」
に
よ
る
、
音
楽

と
朗
読
で
す
。

「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を
通
し
て

「
生
き
る
力
」
を
届
け
た
い
と
い
う
願
い
の
こ
も

っ
た
、
感
動
の
舞
台
で
し
た
。

日
々
の
生
活
は
多
く
の
「
い
の
ち
」
の
犠
牲
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
小
学
生
の
作
文

や
た
く
さ
ん
の
映
像
を
通
し
、
と
て
も
丁
寧
に
や

さ
し
く
伝
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
会
場
の
あ
ち
こ

ち
に
、
ハ
ン
カ
チ
で
、
目
を
抑
え
る
方
々
が
目
立

ち
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
一
〇
名
で
し
た
。

改
め
て
日
々
、
多
く
の
「
い
の
ち
」
を
頂
き
、

生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
の
、
た
だ
ご
と
で

は
な
い
事
実
を
実
感
し
ま
し
た
。

両
公
開
講
座
は
、
一
般
の
方
も
多
く
参
加
さ
れ

「
い
の
ち
」
が
見
え
な
い
現
代
社
会
で
「
生
き
る

こ
と
の
意
味
」
を
考
え
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

（
佐
々
木
瑞
恵
）

今
年
は
八
月
十
九
日
～
二
十
日
に
か
け
て
の
一

泊
二
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
三
島
市
の

「
箱
根
の
里
」
。
参
加
者
は
小
学
生
四
十
一
名
、

ス
タ
ッ
フ
二
十
八
名
、
合
計
七
十
一
名
。

当
日
、
参
加
者
は
朝
の
九
時
に
築
地
本
願
寺
に

集
合
し
、
本
堂
で
開
会
式
の
後
出
発
。
多
少
の
渋

滞
も
あ
り
、
予
定
よ
り
三
十
分
遅
れ
で
現
地
入

り
。
班
毎
に
分
か
れ
て
か
ら
昼
食
を
取
り
、
午
後

二
時
の
入
所
式
に
続
き
、
午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

午
後
は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
へ
い
き
ま
し
た
。

出
発
地
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
作
り
、
そ

の
つ
ど
子
供
達
に
課
題
を
出
し
ク
リ
ア
出
来
た
ら

次
の
ポ
イ
ン
ト
へ
。
コ
ー
ス
が
な
か
な
か
険
し

く
、
予
定
時
間
を
大
幅
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
ゴ
ー
ル
地
点
の
つ
り
橋
「
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー

ク
」
に
無
事
到
着
。
全
班
到
着
と
同
時
に
雨
が
降

り
出
し
、
現
地
の
係
り
の
人
が
配
る
無
料
の
合
羽

を
頂
き
、
子
供
達
に
着
せ
て
つ
り
橋
を
渡
り
ま
し

た
。
子
供
達
も
疲
れ
た
と
は
言
っ
て
い
た
も
の

の
、
各
班
の
引
率
者
の
方
々
の
が
ん
ば
り
も
あ

り
、
終
止
笑
顔
で
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

宿
舎
へ
戻
り
夕
食
へ
。
今
年
は
バ
ー
べ
キ
ュ
ー

は
行
わ
ず
、
宿
舎
の
食
堂
で
夕
食
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
夕
食
後
は
外
へ
出
て
、
夜
道
を
移
動
し
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
へ
。

エ
ー
ル
マ
ス
タ
ー
（
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の

お
坊
さ
ん
と

さ
ま
ー
き
ゃ
ん
ぷ

～
静
岡
県
三
島
市

「
三
島
箱
根
の
里
」
に
て
～

中
ブ
ロ
ッ
ク
門
徒
子
弟
研
修
会
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進
行
役
）
と
し
て
、
現
役
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

指
導
者
で
も
あ
る
三
島
市
長
照
寺
の
藤
澤
先
生
に

よ
り
、
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
終
え
、
入
浴
後
に
就

寝
準
備
。
九
時
半
に
消
灯
。
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
疲
れ
か
ら
か
、
例
年
に
比
べ

る
と
子
供
達
も
す
ん
な
り
寝
て
く
れ
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

翌
日
は
六
時
に
起
床
、
洗
面
・
荷
物
の
整
理
整

頓
。
七
時
よ
り
朝
の
お
勤
め
（
お
朝
事
）
を
行
な

い
、
七
時
半
か
ら
朝
食
へ
。
朝
食
を
終
え
、
自
分

達
の
荷
物
を
ま
と
め
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
宿
泊

部
屋
と
施
設
を
掃
除
し
ま
し
た
。

食
堂
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
、
ト
イ
レ
、
各
宿
泊
部

屋
を
掃
除
す
る
中
で
、
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
て
掃

除
を
し
ま
し
た
。
子
供
達
も
楽
し
ん
で
掃
除
に
取

り
組
ん
で
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

九
時
か
ら
ク
ラ
フ
ト
製
作
。
携
帯
な
ど
に
着
け

ら
れ
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

自
由
時
間
、
班
対
抗
ゲ
ー
ム
。

昼
食
を
い
た
だ
き
、
退
所
式
を
済
ま
せ
た
後
、

閉
会
式
の
会
場
と
な
る
三
島
市
の
長
照
寺
さ
ん
へ

バ
ス
で
移
動
。

閉
会
式
で
は
長
照
寺
ご
住
職
の
お
話
を
い
た
だ

き
、
全
員
に
「
修
了
証
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
三
時
頃
、
バ
ス
に
乗
り
築
地
本
願
寺
へ
出

発
。
渋
滞
も
あ
り
多
少
遅
れ
は
し
ま
し
た
が
、
無

事
に
築
地
本
願
寺
に
到
着
。
大
き
な
事
故
も
な

く
、
今
年
も
無
事
に
門
徒
子
弟
研
修
会
を
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
は
多
少
の
天
候
の
乱
れ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
の

疲
れ
か
ら
か
、
足
や
腰
の
痛
み
を
訴
え
る
参
加
者

が
目
立
つ
印
象
で
し
た
が
、
ど
れ
も
大
き
な
事
故

に
は
な
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
供
達
と
直
接
関
わ
る
時
間
の
多
か

っ
た
各
組
か
ら
参
加
し
て
頂
い
た
若
手
の
リ
ー
ダ

ー
達
や
、
子
供
の
時
か
ら
参
加
し
て
い
る
現
リ
ー

ダ
ー
や
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
み
ん
な
が
活
躍
し
て
く

れ
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
年
々
如
実
に
浮
き
出
て
く
る
と
感
じ
ま

し
た
が
、
新
た
な
価
値
観
を
持
つ
、
新
し
い
時
代

を
生
き
る
子
ど
も
達
と
、
ど
の
よ
う
に
関
係
し
ど

の
よ
う
な
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
の

か
、
今
後
の
課
題
と
し
て
し
っ
か
り
検
討
す
べ
き

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

事
前
準
備
か
ら
終
了
に
至
る
ま
で
、
ご
尽
力
頂

い
た
ス
タ
ッ
フ
関
係
者
の
皆
様
、
今
年
も
お
疲
れ

様
で
し
た
。

（
鳴
海
）みんなで囲むキャンプファイヤー

クラフト。みんなで ↑
「ストラップ」を作りました。

キツかったハイキング。 →
みんなで声をかけ合いました。

築地本願寺の本堂です。↓
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東
京
教
区
門
徒
総
代
世
話
人
連
絡
協
議
会

第
一
回
門
徒
総
代
世
話
人
会

令
和
元
年
八
月
二
十
日
（
火
）
午
後
三
時
～

於

築
地
本
願
寺

・
本
年
度
の
行
事
に
つ
い
て

門
徒
総
代
世
話
人
一
日
研
修
会
に
つ
い
て

そ
の
他

第
二
回
門
徒
総
代
世
話
人
会

（
開
催
予
定
）

令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
四
時
～

於

築
地
本
願
寺

・
東
京
教
区
総
代
世
話
人
一
日
研
修
会
の
反
省

会
、
次
年
度
の
テ
ー
マ
、
そ
の
他

第
三
回
門
徒
総
代
世
話
人
会

（
開
催
予
定
）

令
和
二
年
三
月

午
後
三
時
～

於

築
地
本
願
寺

東
京
教
区
門
徒
総
代
世
話
人
一
日
研
修
会

令
和
元
年
九
月
八
日
（
日
）
午
前
十
時
～

於

築
地
本
願
寺
第
二
伝
道
会
館
蓮
華
殿

テ
ー
マ

「
社
会
の
変
化
と
お
寺
」

講

師

藤
本
真
教
師

（
茨
城
東
組
常
教
寺
住
職･

東
京
仏
教
学

院
講
師･

本
願
寺
派
布
教
使
）

総
会
の
開
催

令
和
二
年
三
月

開
催
予
定

①
東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
総
会
・
大
会

五
月
十
一
日
（
土
）
築
地
本
願
寺

②
東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟

第

回
結
成
記
念
日
研
修
会

（
多
摩
組
が
担
当
し
て
左
記
の
通
り
）

期
日

二
月
十
七
日
（
日
）
～
十
八
日
（
月
）

会
場

山
梨
県
石
和
温
泉
「
ホ
テ
ル
石
庭
」

議
題

「
苦
し
み
と
し
あ
わ
せ

～
苦
悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て
～
」

講
師

安
方
哲
爾
師

（
大
阪
教
区
南
郡
組
正
満
寺
住
職･

本
願
寺
派

布
教
使
）

仏
教
壮
年
会
活
動
報
告

明
西
寺
・
誓
願
寺
が
活
動
報
告
し
、
理
事
長

が
多
摩
組
仏
壮
の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

参
加
数

東
京
教
区
か
ら
二
二
〇
名
が
参
加

そ
の
他

仏
教
壮
年
会
は
、
社
会
機
構
の
中
核
を
な
す

壮
年
層
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場
、
地

域
社
会
の
中
で
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
結

ば
れ
る
「
朋
友
（
ほ
う
ゆ
う
）
」
の
輪
を
拡

げ
て
、
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
社
会
の
実

現
性
を
め
ざ
す
集
ま
り
で
す
。

平
成
三
十
年
度
（二
〇
一
八
）

五
月
四
日
（
金
）
於

た
づ
く
り

み
ん
な
の
広
場

ビ
ハ
ー
ラ
推
進
協
議
会
会
合

七
月
十
四
日
（
土
）

於

覺
證
寺

ビ
ハ
ー
ラ
推
進
協
議
会
会
合

九
月
十
三
日
（
木
）

於

光
源
寺

講
演
会

（
医
療
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
る
僧
侶
の
話
）

「
病
気
と
共
に
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と
」

講
師

高
世
秀
仁

先
生

（
東
久
留
米
な
ご
み
内
科
診
療
所
・
在
宅
訪
問
緩

和
ケ
ア
医
）

三
月
八
日
（
金
）
午
後
一
時
半
～

講
題

～
物
語
を
と
お
し
て
死
を
考
え
る
～

「
百
万
回
生
き
た
ね
こ
」
朗
読

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
、
ゾ
ウ
さ
ん
」
朗
読

朗
読

穂
積
は
じ
め
先
生

平
成
三
十
一
年
度
（二
〇
一
九
）

今
年
度
は
、
研
修
会
を
二
回
開
催
す
る
こ
と

を
検
討
中

（
佐
々
木
瑞
恵
）

土

田

良

幸

つ
ち

だ

よ
し
ゆ
き

萩

原

勝

生

は
ぎ

は
ら

か
つ

お

総
代
世
話
人
会

多
摩
組
仏
教
壮
年
会
連
盟
理
事
長

多
摩
組
総
代
世
話
人
会
代
表

多
摩
組
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
推
進
協
議
会

仏

教

壮

年

会

39
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多
摩
組
代
表
を
お
受
け
し
て
二
年
目
を
迎
え
ま
し

た
の
に
、
ま
だ
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
ば
か
り

で
す
。

多
摩
組
仏
教
婦
人
会
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
五

月
二
十
日
（
月
）
、
多
摩
組
公
開
講
座
と
し
て
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
朗
読
劇
「
い
の
ち
を
い

た
だ
く
」
で
す
。

会
場
は
調
布
文
化
会
館
「
た
づ
く
り
」
、
二
百
十

名
の
方
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
北
海
道
か
ら
来
て

い
た
だ
い
た
「
チ
ー
ム
い
ち
ば
ん
星
」
の
ス
ラ
イ
ド

を
交
え
て
の
朗
読
は
、
い
の
ち
の
大
切
さ
を
改
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
研
修
会
で
し
た
。

東
京
教
区
仏
教
婦
人
会
の
活
動
と
し
て
は
、
総
会

（
五
月
二
十
三
日
）
を
は
じ
め
、
年
四
回
の
委
員
会

・
研
修
会
、
築
地
本
願
寺
報
恩
講
団
体
参
拝
、
如
月

忌
法
要
、
ダ
ー
ナ
募
金
活
動
、
ア
ソ
カ
園
で
の
奉
仕

活
動
（
喫
茶
の
手
伝
い
）
な
ど
で
す
。

ま
た
、
会
計
監
査
を
仰
せ
つ
か
り
、
何
と
か
元
気

に
働
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
こ
こ
ろ
か
ら
有
難

く
、
感
謝
、
感
謝
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
二
十
五
名
で
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

（
一
）
読
書
会
・
話
し
合
い
会

昨
年
度
で
「
仏
教
聖
典
」
（
仏
教
伝
道
協
会
）
を

読
了
し
ま
し
た
。
仏
教
の
原
典
を
改
め
て
学
び
直
し

ま
し
た
。
新
し
い
テ
キ
ス
ト
は
「
三
帖
和
讃
」
（
本

願
寺
出
版
社
）
に
決
定
し
、
八
月
十
八
日
（
日
）
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
和

讃
で
学
び
ま
す
。

（
二
）
千
鳥
ケ
淵
全
戦
没
者
追
悼
法
要
に
参
拝

本
年
で
三
十
九
回
を
迎
え
ま
し
た
。

九
月
十
八
日
（
水
）
国
立
千
鳥
ケ
淵
全
戦
没
者
墓

苑
で
厳
修
さ
れ
、
多
摩
組
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
拝

さ
れ
ま
し
た
。

（
三
）
門
徒
推
進
員
代
表
者
協
議
会
に
出
席

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
相
互
の
連
帯
及
び
、
来

年
以
降
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
を
す
る
た
め
本
山

（
聞
法
会
館
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
十
六
日
（
木
）
。
開
会
式
に
続
き
、
現
況

報
告
、
実
践
運
動
に
つ
い
て
の
説
明
。
講
義
は
「
ご

親
教
『
念
仏
者
の
生
き
方
』
に
学
ぶ
」
と
「
私
た
ち

の
ち
か
い
に
つ
い
て
」
、
講
師
は
連
研
中
央
講
師
加

藤
真
悟
師
。
終
了
後
に
ホ
テ
ル
で
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
、
各
教
区
の
方
々
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

九
月
二
十
七
日
（
金
）
。
お
晨
朝
参
拝
後
活
動
報

告
、
兵
庫
教
区
・
山
陰
教
区
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
全
体
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
各
教
区

か
ら
色
々
な
意
見
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
門

徒
推
進
員
協
議
会
の
活
動
状
況
が
よ
く
わ
か
り
、
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

（
四
）
東
京
教
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

一
泊
研
修
会

九
月
二
十
九
日
（
日
）
～
三
十
日
（
月
）

宇
都
宮
東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ
で
行
わ
れ
ま
し
た

（
担
当
は
栃
木
北
組
）
。
参
加
者
一
一
〇
名
。
講
師

は
池
田
行
信
師
（
本
願
寺
派
総
務
・
栃
木
北
組
慈
願

寺
住
職
）
。

一
日
目
は
講
義
、
班
別
話
し
合
い
、
二
日
目
は
各

組
（
三
組
）
活
動
報
告
、
話
し
合
い
の
各
班
発
表
、

ま
と
め
の
講
義
と
充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。
来
年

は
相
模
組
が
担
当
し
ま
す
。

（
五
）
多
摩
組
連
続
研
修
会
の
お
手
伝
い

第
五
回
、
第
六
回
は
、
二
月
十
七
日
（
日
）
～
十

八
日
（
月
）
石
和
温
泉
で
一
泊
研
修
（
東
京
教
区
仏

教
壮
年
会
連
盟
結
成
記
念
日
研
修
会
と
合
同
）
、
第

七
回
は
四
月
二
十
日
（
土
）
圓
成
寺
、
第
八
回
は
六

月
八
日
（
土
）
西
照
寺
、
第
九
回
は
九
月
二
十
八
日

（
土
）
圓
成
寺
で
開
催
さ
れ
、
残
り
三
回
と
な
り
ま

し
た
。
門
徒
推
進
員
は
、
受
付
・
司
会
・
記
録
・
会

場
整
理
等
の
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
六
）
連
研
の
た
め
の
研
修
会

東
京
教
区
主
催
の
研
修
会
で
、
十
月
十
一
日

（
金
）
築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
、
出
席
し
ま
し

た
。
教
区
内
の
住
職
・
僧
侶
・
門
徒
推
進
員
が
集
ま

り
、
連
続
研
修
会
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
ま
し
た
。

◆東京教区教務所ホームページ http://tsukijihongwanji.jp/tokyo-kyoumusho/

と
り

が
い

み

え

こ

東
京
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
多
摩
組
代
表

鳥

飼

美

枝

子

仏

教

婦

人

会

あ
さ

き

じ
ゅ
ん

ざ
ぶ
ろ
う

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
世
話
人

麻

木

純

三

郎

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会

門徒推進員一泊研修会

千鳥ケ淵全戦没者追悼法要参拝
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二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
二
月
十
七
日
～

十
八
日
に
、
東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
第
三
十

九
回
結
成
記
念
日
研
修
会
が
石
和
温
泉
ホ
テ
ル

「
石
庭
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
主
催
に
よ

る
記
念
日
研
修
会
は
、
多
摩
組
が
開
催
担
当
組
に

あ
た
り
、
そ
の
運
営
全
般
を
行
い
ま
し
た
。

第
三
十
九
回
の
今
回
は
、
「
苦
し
み
と
し
あ
わ

せ
～
苦
悩
の
有
情
を
す
て
ず
し
て
～
」
の
テ
ー
マ

に
も
と
づ
き
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
安
方
哲
爾
先
生
（
大
阪
教
区
南
郡
組

正
満
寺
住
職
・
本
願
寺
派
布
教
使
）
を
お
招
き
し
て
、

「
苦
し
み
」
と
「
し
あ
わ
せ
」
に
つ
い
て
二
日
間

に
わ
た
り
、
深
く
と
て
も
味
わ
い
の
あ
る
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟
第
三
十
九
回
記
念

日
研
修
に
二
二
〇
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

講
師
の
安
方
先
生
に
は
、
記
念
講
演
「
く
る
し

み
と
、
し
あ
わ
せ
」
の
ご
講
演
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
す
ば
ら
し
い
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏
。
楽

し
い
懇
親
会
。
美
味
し
い
料
理
。
み
ん
な
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

前
日
か
ら
宿
泊
し
て
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
東

京
教
区
仏
壮
連
盟
事
務
局
の
楠
さ
ん
と
高
田
さ
ん

に
は
、
参
加
者
の
と
り
ま
と
め
、
開
催
要
領
、
日

程
表
、
名
簿
、
名
札
、
部
屋
割
表
な
ど
、
振
り
分

け
る
こ
と
が
不
可
能
な
一
連
の
資
料
を
作
成
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
司
会
実
施

要
領
も
作
成
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

多
摩
組
で
は
、
組
長
を
始
め
ご
住
職
方
々
や
実

行
委
員
会
の
皆
さ
ん
で
、
研
修
会
運
営
の
役
割

を
、
次
の
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ご
住
職
方
に
は
、
ホ
テ
ル
の
手
配
・
講
師
依
頼

・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
演
奏
依
頼
・
懇
親
会
の
お
楽
し

み
な
ど
の
手
配
、
ま
た
実
行
委
員
会
全
体
の
役
割

分
担
を
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
行
委
員
の
方
々
に
は
、
受
付
・
も
ろ
も
ろ
の

案
内
誘
導
・
講
師
接
待
・
勤
行
「
讃
仏
偈
と
正
信

念
仏
偈
」
・
研
修
の
司
会
進
行
・
懇
親
会
の
司
会

進
行
を
手
分
け
し
ま
し
た
。

何
よ
り
も
、
こ
の
研
修
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆
様
は
、
ご
縁
が
あ
っ
た
お
仲
間
・
御
同
朋

で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
日
目
の
朝
、
正
信
偈
を
七
名
で
勤
行
し
ま
し

た
が
、
リ
ズ
ム
の
取
り
方
が
難
し
く
、
二
回
に
渡

り
担
当
の
先
生
に
特
訓
受
け
ま
し
た
こ
と
。
ま
た

研
修
会
の
最
期
に
私
が
、
ご
参
加
の
皆
様
・
多
摩

組
関
係
者
へ
、
気
持
ち
を
込
め
て
挨
拶
い
た
し
ま

し
た
こ
と
な
ど
、
心
に
残
る
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
、
多
摩
組
で
第
十

期
連
続
研
修
会
を
受
講
し
て
い
る
方
々
に
も
、
こ

の
研
修
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
摩
組
で
は
、
連
続
研
修
会
を
終
え
て
、
本
願

寺
の
中
央
教
修
の
修
了
者
（
門
徒
推
進
員
）
二
十

五
名
で
、
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
、

毎
月
読
書
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
門
徒

推
進
員
の
方
々
が
、
仏
教
壮
年
会
活
動
も
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

以

上

東
京
教
区
仏
教
壮
年
会
連
盟

第

回
結
成
記
念
日
研
修
会

39い
さ
わ
温
泉
研
修
の
感
想

萩

原

勝

生

講師 安方哲爾師
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住

職

に

聞

き

ま

し

た

お

寺

を

訪

ね

て

光
西
寺(

立
川
市
羽
衣
町)

箕
輪
山
光
西
寺
は
、
立
川
市
羽
衣
町
に
あ
り
ま

す
。
住
職
の
渡
邉
順
誠
師
・
副
住
職
渡
邉
典
子
師

・
副
住
職
渡
邉
頼
陽
師
の
三
名
が
迎
え
て
下
さ

り
、
本
堂
で
参
拝
し
た
後
、
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。光

西
寺
は
、
茨
城
県
結
城
市
称
名
寺
（
親
鸞
聖

人
の
高
弟
真
仏
が
開
山
）
の
い
わ
ゆ
る
下
寺
・
正

徳
寺
の
渡
邉
秀
心
師
が
戦
前
、
立
川
市
柴
崎
町
に

布
教
所
を
開
設
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

戦
後
、
現
在
の
羽
衣
町
に
寺
基
を
定
め
ま
し

た
。
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）
に
本
堂
を
建

立
し
ま
し
た
が
、
落
慶
法
要
に
は
前
々
門
主
（
勝

如
上
人
）
が
ご
臨
席
さ
れ
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

二
代
目
章
心
師
は
、
茨
城
県
下
妻
市
の
真
宗
大

谷
派
・
光
照
寺
よ
り
入
寺
さ
れ
た
方
で
す
が
、
現

在
の
三
代
目
住
職
、
順
誠
師
も
名
古
屋
の
真
宗
大

谷
派
・
正
雲
寺
よ
り
入
寺
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年

（
平
成
十
三
年
）
に
住
職
を
継
職
さ
れ
ま
し
た
。

境
内
に
墓
地
が
あ
り
、
一
般
墓
所
・
合
葬
墓

（
倶
會
一
處
）
・
蓮
台
墓
（
レ
ン
タ
ル
墓
）
が
あ

り
ま
す
。

お
寺
の
年
中
行
事
は
、
花
ま
つ
り
（
四
月
）
、

盂
蘭
盆
会
（
七
月
）
、
研
修
旅
行
（
九
月
）
、
秋

季
彼
岸
会
（
九
月
）
、
報
恩
講
（
十
一
月
）
、
除

夜
会
・
元
旦
会
（
年
末
年
始
）
、
春
季
彼
岸
会

（
三
月
）
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
定
例
の
学
習
会
と
し
て
は
、
仏
教
講
座

（
第
一
土
曜
日
）
、
真
宗
講
座
（
第
二
月
曜

日
）
、
仏
教
と
女
性
（
第
三
火
曜
日
）
、
親
鸞
文

学
研
究
（
第
四
水
曜
日
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

他
に
、
光
西
寺
映
画
会
（
映
画
で
学
ぶ
宗
教
問

題
・
偶
数
月
第
三
金
曜
日
）
・
コ
ー
ラ
ス
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
多
く
の
催
し
に
は
、
「
お
寺
は
学

び
の
場
で
す
」
と
い
う
住
職
の
お
考
え
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
門
徒
を
対
象
に
住
職
が
「
お
勤
め
の

練
習
と
正
信
偈
の
解
説
」
を
隔
月
（
奇
数
月
）
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ご
住
職
・
副
住
職
が
協
力
さ
れ
、
幅
広

い
方
々
に
浄
土
真
宗
の
素
晴
ら
し
い
み
教
え
を
広

め
て
頂
き
た
い
と
願
う
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
念
じ
て
お
寺
を
後
に
し
ま
し
た
。

（
麻
木
、
松
田
、
萩
原
、
土
田
）

こ
う
さ
い
じ

住職渡邉順誠師 副住職渡邉典子師 副住職渡邉頼陽師

光西寺本堂

光西寺山門
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〒600-8501 京都市下京区堀川通花屋町下ル本願寺門前町 FAX 075(351)1211

築地本願寺電話 03(3541)1131

〒104-8435 東京都中央区築地３丁目１５番１号 教 務 所 電 話 03(3541)1666

東 京 教 区 多 摩 組 寺 院 所 在 地

光 徳 寺（こうとくじ）〒182-0003
調布市若葉町１－３８－２７
℡03(3300)6431 FAX03(5384)3344

（法座：不定期 お問い合わせ下さい）

明 西 寺（みょうさいじ）〒182-0003
調布市若葉町１－４３－５
℡03(3300)1901 FAX03(3300)2681

（法座:10日前後婦人会 1.4.10月壮年会）

延 淨 寺（えんじょうじ）〒182-0006
調布市西つつじが丘２－３０－１
℡03(3326)7337 FAX03(3326)5037

（法座:不定期）

長 專 寺（ちょうせんじ）〒182-0033
調布市富士見町１－３５－４
℡042(482)3411 FAX042(498)1105

（法座：不定期）

西 照 寺（さいしょうじ）〒182-0003
調布市若葉町１－３９
℡03(3300)7734 FAX03(3300)7794

（法座：毎月８日・第４土曜 親鸞会）

光 西 寺（こうさいじ）〒182-0003
調布市若葉町１－４４－２
℡03(3300)5054 FAX 同 左

（法座：不定期）

光 源 寺（こうげんじ）〒182-0006
調布市西つつじが丘２-３０-１１
℡03(3300)0881 FAX03(3308)6289

（法座:隔月奇数月 お問い合わせ下さい）

覺 證 寺（かくしょうじ）〒182-0033
調布市富士見町１－３５－５
℡042(482)5556 FAX042(480)0166

（法座:第１土曜日・聖典学習会 月１回）

正 善 寺（しょうぜんじ）〒182-0003
調布市若葉町１－４２－５
℡03(3300)6064 FAX03(3300)6687

（法座：第１日曜日 (1日なら8日)）

安 養 寺（あんようじ）〒182-0003
調布市若葉町１－４４－５
℡03(3307)5605 FAX03(3307)5496

（法座：第１日曜日）

圓 福 寺（えんぷくじ）〒182-0022
調布市国領町１－１０－１１
℡042(482)7955 FAX042(481)4734

（法座：不定期）

應 善 寺（おうぜんじ）〒186-0002
国立市東２－２－１
℡042(572)0043 FAX042(572)0148

（法座：毎月第1土曜日 門徒会：偶数月中旬の日曜）

照恩寺（しょうおんじ）〒187-0041
小平市美園町３－２３－２０
℡042(341)2935 FAX042(347)4122

（法座：毎月13日・第１土曜・第4土曜）

光 西 寺（こうさいじ）〒190-0021
立川市羽衣町３－２０－１６
℡042(522)3413 http://www.kousaiji.com/

（法座：毎週金曜晩又は土曜昼 各種仏教講座）

浄 弘 寺（じょうこうじ）〒198-0036
青梅市河辺町８－１９－８
℡0428(32)1769 FAX0428(32)2010

（法座：第３土曜日）

專 念 寺（せんねんじ）〒192-0063
八王子市元横山町２－１４－２４
℡042(644)3491 FAX042(648)6087

（法座：隔月１回 お問い合わせ下さい）

誓 願 寺（せいがんじ）〒193-0816
八王子市大楽寺町２０９－５
℡042(651)0073 FAX042(651)6183

（法座：第3木曜日･毎月10日大楽の集い）

光 照 寺（こうしょうじ）〒192-0912
八王子市絹ヶ丘３－８－１
℡042(635)3754

（法座：不定期）

本 光 寺（ほんこうじ）〒193-0832
八王子市散田町４－４０－１０
℡042(664)2196 FAX042(663)2501

（法座:仏教講座 第3金曜日）

延 立 寺（えんりゅうじ）〒193-0802
八王子市犬目町６８１
℡042(654)2429 FAX042(654)6930

（法座：第4月曜日）

大 恩 寺（だいおんじ）〒193-0943
八王子市寺田町１０８５
℡042(668)0889 FAX042(668)1825

（法座:第2土曜･第4日曜)

圓 成 寺（えんじょうじ）〒194-0004
町田市鶴間５－１７－１
℡042(795)0181 FAX042(795)0444

（法座：毎月28日）

圓 成 寺 出 張 所 〒194-0035
町田市忠生３－２４－１３
℡042(792)3007 FAX042(792)3006

町田布教所 髙源寺 〒195-0063
町田市野津田町２５３４－２０
℡042(737)3236 FAX 同 左

（法座:第2土曜・23日前後の平日）

阿弥陀寺（あみだじ）〒206-0013
多摩市桜ヶ丘１－２４－２
℡042(375)8055 FAX042(337)4889

（法座：年3回･毎月28日 明宝会･毎月15日前後

極楽トンボ会）

玄忠寺（げんちゅうじ）〒206-0822
稲城市坂浜８７８－６
℡042(331)3655 FAX042(350)1530

（法座：第３日曜日）

調布市

国立市

小平市

立川市

青梅市

八王子市

町田市

多摩市 稲城市

（法座へお出かけの折には、必ず電話にて日時をご確認の上、お出かけ下さい。）

築地本願寺・東京教区教務所

西本願寺（京都・本山）

（えんじょうじしゅっちょうしょ） （まちだふきょうしょ こうげんじ）


